
2025年 5月 14日 

近畿マスターズ陸上競技連盟 理事・監事各位 

近畿マスタ－ズ陸上競技連盟 

  会長 関 めり子  

 

近畿マスターズ陸上競技連盟 ２０２５年度 第１回理事会のご案内 

 

皆さまにはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 平素は近畿マスタ－ズ陸上競技連盟の

事業活動にご理解、ご協力いただき、誠にありがとうございます。 

さて、５月２４日(土)に第１回理事会を開催いたします。 

お忙しい折とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご出席くださるようお願い申し上げます。 

なお、ご欠席される方は、当日出席される方を代理人に立てて頂き、同封の返信はがきにその旨の記

載をお願いいたします。 

返信ハガキ（出欠・委任状）は 5月 22日(木)必着 

または、メールにてお知らせください（wama@ymail.ne.jp） 

 

また、同封の議案資料は当日ご持参ください。 

 

理事会終了後、懇親会を開催します。 

返信ハガキに出席・欠席の旨を記してください。 

費用：4,000 円（飲み放題）、場所：同ビル ７階 バベーネ（イタリアン）。 

 

記 

 

①  日時 ： 2025年 5月 24日（土曜日） 午後２時～５時（終了予定） 

②  会場 ： 和歌山市地域フロンティアセンター （フォルテワジマ ６階）  

ミーティングルーム C（土足禁止） 

（和歌山市本町２丁目１） 

③  理事・監事 

（1） 理事（2名の変更予定含む） 

滋 賀：髙橋 清尊・田中 弘明・藤川 敦子・堤 伸二(新) 

京 都：飛田 政司・谷本 貴史・細嶋 毅・山中 康弘 

大 阪：椎木 茂久・井指 康裕・藤田 幸久・深尾 真美 

兵 庫：船引 規正・北垣 章・松平 久美子・安井 誠一郎(新) 

奈 良：重走 直樹・髙下 裕民・後藤 修一・山田 嘉子 

和歌山：関 めり子・坂本 政行・岡 桂子・山際 斉・山本 一也 

(2)監事 

奈 良：三原 功靖 

兵 庫：植田 茂 



 議案 

第１号議案「役員の交代」について 

 滋賀マスターズより、小嶋祐子理事の退任と堤伸二氏の理事推薦、 

 兵庫マスターズより、永里副会長の退任と安井誠一郎氏の理事推薦、 

また、船引理事の副会長推薦があり、規約第８条２項(1)により、理事の互選を行う。 

 

第 2号議案 「2024年度活動報告」 

１．第 26回近畿マスターズ研修会   2024年 4月 21日（大阪） 

２．第 40回近畿マスターズ陸上競技選手権大会 2024年 6月 30日（滋賀） 

３．第 31回近畿マスターズ駅伝競走大会  2025年 3月 23日（滋賀） 

４．スタンプラリー（事務局：和歌山） 

５．会議開催 

2024年 4月 23日 理事長会（リモート） 

2024年 5月 04日 2023年度 会計監査（大阪） 

2024年 5月 09日 理事長会（リモート） 

2024年 6月 02日 理事会 （兵庫） 

2025年 1月 11日 理事長会（和歌山） 

2025年 2月 22日 理事会  （和歌山） 

 ６．その他 

第 36回 三田国際マスターズマラソン 2024年 12月 15日 

 

（別紙１ 収支報告書） 

 

第 3号議案 「2024年度決算報告」 

 （別紙２ 決算書、監査報告書） 

 

次回、理事会予定 

２０２６年２月頃、和歌山にて開催予定（規約第 15条にて、年２回以上開催） 

議案予定、２０２６年度事業計画、競技会日程等 

 

以上 



第26回近畿マスターズ陸上競技研修会　収支計算書

収入の部 支出の部

項目 2024年度予算額 2024年度決算額 2023年度決算額 項目 2024年度予算額 2024年度決算額 2023年度決算額

項目 摘要 数量 単価 予算額 数量 単価 決算額 数量 単価 決算額 項目 摘要 数量 単価 予算額 数量 単価 決算額 数量 単価 決算額

参加料 大人 100 1,000 100,000 94 1,000 94,000 99 1,000 99,000 競技場使用料 服部緑地 1 45,000 1 43,820 1 43,820 服部緑地

助成金 近畿マ助成金 1 150,000 1 150,000 1 150,000 審判等謝金 講師（主任） 10 6,000 60,000 10 6,000 60,000 10 6,000 60,000

講師 8 3,000 24,000 5 3,000 15,000 8 3,000 24,000
運営スタッフ① 3 3,000 9,000 3 3,000 9,000 2 3,000 6,000
運営スタッフ② 8 2,000 16,000 8 2,000 16,000 8 2,000 16,000

医師 1 10,000 10,000 1 3,000 3,000 0 10,000 0

弁当代 軽食 30 300 9,000 0 0 0 0 450 0

通信費 講師等連絡ほか 2,000 0 0

その他 5,000 0 0

保険料 傷害・賠償保険料 12,000 8,344 8,898

印刷費 コピー代 1,000 0 0

賃借料 軽貨物賃借料 0 0 0

駐車場その他 2,000 0 400

会議費 事前打ち合わせ等 20,000 24,900 40,800

旅費交通費 事前打ち合わせ等 20,000 21,900 23,580

消耗品費 5,000 0 0

雑費 10,000 0 0

小　　　　計 250,000 244,000 249,000 小　　　　計 250,000 201,964 223,498
事業収支(赤字） 事業収支(黒字） 0 42,036 25,502

合計 250,000 244,000 249,000 合　　　　計 250,000 244,000 249,000

第 26回近畿マスターズ陸上合同研修会の収支計算を上記の通り報告いたします。

特定非営利活動法人大阪マスターズ陸上競技連盟

専務理事　　井指　康裕

備考 備考

2024年7月10日

別紙１　収支決算書



収入の部

項目 摘要 数量 単価 決算額 数量 単価 予算額

参加料 エントリー（１種目） 180 3,000 540,000 400 3,000 1,200,000

エントリー（２種目） 249 5,000 1,245,000 100 5,000 500,000

記録証 12 500 6,000

助成金 日本マスターズ 100,000 100,000

近畿マスターズ 160,000 160,000

合計 2,051,000 1,960,000

支出の部

項目 摘要 数量 単価 決算額 数量 単価 予算額

競技場使用料
平和堂HATOスタジアム　　＆

補助競技場
 213,475 400,000

審判等謝金 審判交通費   268,000

学生審判 69 4,000 276,000

医師 1 20,000 20,000 1 20,000 20,000

弁当代 30 800 24,000 20 800 16,000

通信費 競技役員委嘱状発送等 65 84 5,460

優秀賞,敢闘賞・賞状送付 2,594

保険料 傷害・賠償 33,835 100,000

印刷費 プログラム印刷 600  171,765 800 250,000

賃借料 会議室等使用 38,935

会議費 事前準備他 9,104

旅費交通費 事前準備他 70,080

報償費 優秀賞・敢闘賞 17,732

賞状用紙 20,592

参加賞  70,400

消耗品費 養生テープ 2,360

腰＆別ナンバーカード 2,928 900 110,000

雑費 給水飲料水他 21,080 104,000

支出合計 1,268,340 1,960,000

事業収支（黒字） 782,660

令和６年９月　　日

滋賀マスターズ陸上競技連盟

監事　　田寄　   好男

監事　　奥村　留美子

第４０回近畿マスターズ陸上競技選手権大会　収支計算書

2024年6月30日

200 3,500 700,000

100,000

60,000

100,000

項目 ２０２４年度決算額 ２０２４年度予算額

項目 ２０２４年度決算額 ２０２４年度予算額









2025年度 近畿マスターズ陸上競技連盟　予算書（再）

近畿マスターズ陸上競技連盟

科    目 増減(a-b) 備 考
1.会費等収入 525,000円 528,000円 3,000円
(1)会費収入 1,725 345,000円 1,740 348,000円 3,000円

滋　賀 214 200 42,800円 200 200 40,000円 △2,800円
京　都 299 200 59,800円 300 200 60,000円 200円
大　阪 596 200 119,200円 600 200 120,000円 800円
兵　庫 410 200 82,000円 410 200 82,000円 0円
奈　良 116 200 23,200円 120 200 24,000円 800円
和歌山 90 200 18,000円 110 200 22,000円 4,000円

(2)府県分担金 180,000円 180,000円 0円
滋　賀 30,000円 30,000円 0円
京　都 30,000円 30,000円 0円
大　阪 30,000円 30,000円 0円
兵　庫 30,000円 30,000円 0円
奈　良 30,000円 30,000円 0円
和歌山 30,000円 30,000円 0円

2.分担金・補助金等収入 0円 100,000円 100,000円 期ずれ
(1)三田国際ﾏｽﾀｰｽﾞﾏﾗｿﾝ 0円 100,000円 100,000円 ２年分

3.事業収入 31,803円 30,000円 △1,803円 奈良マ

4.雑収入等 109円 109円 0円
(1)利息 109円 109円 0円
(2)雑収入 0円 0円 0円

5.前年度繰越金 1,095,919円 876,527円 △219,392円

収入の部 1,652,831円 1,534,636円 △118,195円

科    目 増減(a-b) 備 考
6.協力支出金 490,000円 440,000円 △50,000円
(1)近畿選手権大会 160,000円 160,000円 0円
(2)近畿駅伝大会 100,000円 100,000円 0円
(3)近畿合同研修会 150,000円 150,000円 0円
(4)全日本選手権大会広告 80,000円 30,000円 △50,000円 福岡
(5)全日本駅伝大会広告 0円 0円 0円

0円 0円
7.事業 100,180円 107,260円 7,080円
（１）スタンプラリー 50,090円 53,630円 3,540円

葉書代 0円 1,430円 1,430円
賞品代 48,000円 50,000円 2,000円
郵送料 2,090円 2,200円 110円

8.役員会議費 160,839円 210,000円 49,161円
(1)会議費 19,339円 10,000円 △9,339円
(2)交通費 141,500円 200,000円 58,500円

9.事務局費 14,285円 12,929円 △1,356円
(1)通信費 5,332円 15,000円 9,668円
(2)振込手数料 930円 930円 0円
(3)印刷費 0円 0円 0円
(4)事務用品費 8,023円 8,000円 △23円

10.雑費 11,000円 0円 △11,000円

11.予備費 0円 0円 0円

支出の部 776,304円 770,189円 △6,115円

収入の部 1,652,831円 1,534,636円 △118,195円
支出の部 776,304円 770,189円 △6,115円

差引次期繰越金 876,527円 764,447円 △112,080円

2024年度決算額(ｂ) 2025度予算額(a)

2025年5月15日

Ⅰ.　収　入　の　部
2024年度決算額(ｂ) 2025度予算額(a)

Ⅱ.　支　出　の　部
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２０２４年度 第２回近畿マスターズ陸上競技連盟理事会 議事録 

 

１．開催日時および場所 

２０２５年２月２２日（土）１４時００分 ～ １６時０１分 

県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛 ９階会議室Ｃ（和歌山市手平２丁目１－２） 

 

２．出 席 者 

（理事１８名） 

滋 賀：高橋副会長、田中副理事長 

京 都：谷本副理事長、細嶋理事 

大 阪：椎木副会長、井指副理事長 

兵 庫：北垣副理事長、船引理事、松平理事 

奈 良：重走副会長、高下副理事長、後藤理事、山田理事 

和歌山：関会長、坂本理事長、岡理事、山際理事、山本理事 

（監事 ２名） 

奈 良：三原監事 

兵 庫：植田監事 

 

理事総数及び出席者数（委任状による表決者数含む） 

 滋賀 京都 大阪 兵庫 奈良 和歌山 計 

理事総数 ４ ４ ４ ４ ４ ５ ２５ 

本人出席者数 ２ ２ ２ ３ ４ ５ １８ 

委任状 ２ ２ ２ １ ０ ０ ７ 

計 ４ ４ ４ ４ ４ ５ ２５ 

 

３．審議事項 

第１号議案 会計の簡素化について 

第２号議案 競技会日程について 

第３号議案 2025年度事業計画について 

 

４．議事の経過の概要および議決の結果 

開会に先立ち、坂本理事長から本日の出席者および委任状提出者の確認が行なわれ、関

会長の挨拶の後、本連盟規約第１７条に則り、関会長自らが議長を務める旨の発言があっ

た。 

議長は、議事に入る前に本理事会の定足数の確認を事務局に対して求めたところ、理事

総数２５名に対し、出席者数２５名（内、本人出席１８名、委任状７名）の報告があった。 

議長はこの報告を受けて、本理事会の成立は規約第１９条により、出席理事（本人出席

＋委任状）が理事総数の過半数以上という定足数を満たしていることにより、有効に成立

したことを宣した。 
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次に議長は、本理事会の議事録作成者および議事録署名人を次の通り指名した。 

議事録作成者：理事   山際 斉 

議事録署名人：議長    関  めり子 

副理事長 北垣 章 

 

議案の審議 

第１号議案 会計の簡素化について 

事務局より資料に基づき説明があった。 

議長は、事務局からの説明後、本件について質疑を問うたところ、以下の意見があった。 

 

（滋 賀：高橋）近畿マスターズの選手権や駅伝等を省いて記載するという事か。 

（事務局：坂本）補助金のみ記載する。 

（兵 庫：北垣）決算書で支出の項目に、事業収入や事業支出があり（研修会、選手権、駅伝）、この

部分を省き補助金を記載する方向である。 

（大 阪：椎木）資料２にある会計簿のような記載方法にするのか。個々（各府県）の収支は記載しな

いという事か。 

（事務局：坂本）昨年度は実態に合わない収支であった（各府県の収支が計上されている状態）。近畿

マスターズ陸連の通帳内の支出を計上する。 

（奈 良：高下）理事長会では昨年までの収支決算書はそのままで、近畿の研修会・選手権・駅伝の

収支は記載せず、相殺した利益分だけ計上すると理解しているがいかがなのか。別

紙２の収支予算（案）では内容が稀薄ではないか。 

（兵 庫：北垣）同意する。前年度実績および今年度予算を比較した形式は変更しないと理解してい

るが、収支予算（案）では内容が分からない。 

（事務局：坂本）内訳は別資料として添付するので比較は行う。 

（奈 良：高下）決算書に別紙で添付するのは如何なものか。昨年までの収支決算書の事業収支を除

外するだけで良いのではないのか。 

（大 阪：井指）議案内容に反対はない。以前のフォーマットのままで、「議案内容の項目に基づき簡

素化する」で良いと思料する。 

（大 阪：椎木）簡素化に関しては、みなさん同意しているので、資料として提出されている内容で

は趣旨と相違がある。 

（事務局：坂本）内容を精査し、後刻、改めてフォーマットを提示する。 

 

議長は、本件について採決に入った。その結果、満場一致の賛成をもって承認された。 

 

第２号議案 競技会日程について 

事務局より資料に基づき説明があった。 

議長は、事務局からの説明後、本件について質疑を問うたところ、以下の意見があった。 

 

（奈 良：高下）理事長会でスタンプラリーの広報を改めてする事を協議したが、各府県の意見をい

ただきたい。 
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（各府県のスタンプラリーに対する取り組みについて意見交換が行われた。） 

 

議長は、本件について採決に入った。その結果、満場一致の賛成をもって承認された。 

 

第３号議案 2025年度事業計画について 

事務局より資料に基づき説明があった後、各項目について詳細な説明を担当者から説明があった。 

・近畿マスターズ研修会について、井指副理事長より「第 27回近畿マスターズ研修会 要項」に基

づき説明があった。 

議長は井指副理事長からの説明後、質疑を問うたところ、質疑はなかった。 

 

・近畿マスターズ選手権および近畿マスターズ駅伝について、高下副理事長より「第 41 回近畿マ

スターズ陸上競技選手権大会（案）」「第 32回近畿マスターズ駅伝大会（案）」に基づき説明があ

った。その際、資料の差し替えがある旨説明があり、差し替えが行われた。 

※選手権大会において、ハードル種目の除外（補助員不足）、奈良県特有の熱中症特別警戒アラート

の取扱いについて（発令時は返金無）、主として意見交換が行われた。 

※駅伝大会においては、参加料の値上げについて、主として意見交換が行われた。 

議長は、高下副理事長からの説明後、質疑を問うたところ、以下の意見があった。 

 

（大 阪：椎木）駅伝大会の参加料値上げに賛成する。 

（兵 庫：北垣）駅伝大会は恒常的に赤字であるので、収支改善のために参加料値上げは賛成する。 

（兵 庫：船引）選手権大会の熱中症について、要項 12．（注１）に記載してはどうか。 

（大 阪：井指）要項 23.および 24.は分けずに一緒にすればどうか。 

（奈 良：三原）熱中症特別警戒アラートは、奈良市が独自で発令するものなので、他府県に伝わり

にくい部分で懸念事項である。奈良マスターズのホームページに発表するように鑑

みている。 

（奈 良：高下）熱中症特別警戒アラート時の返金不可については追記する。 

（その後、大会中止時等の返金費用の取扱い、駅伝大会の測定業者の選定について

意見交換が行われた。） 

 

・近畿マスターズスタンプラリー実施について、坂本理事長より「2025年度 近畿マスターズスタ

ンプラリー実施要項」に基づき説明があった。なお、第２号議案内にてスタンプラリーに関する

意見交換の際に、実施に関する事項については承認を得ている。 

議長は坂本理事長からの説明後、質疑を問うたところ、質疑はなかった。 

 

議長は、最後に本件について採決に入った。その結果、満場一致の賛成をもって承認された。 

 

第３号議案可決後、北垣副理事長より近畿マスターズ駅伝大会の今後の運営について、収支の悪化

や参加者不足等への議論を、今後、継続的に行っていきたい旨の説明があった。 

議長より、改めて近畿マスターズ駅伝大会の運営について、議論の場を設ける事を述べた。 
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その他、報告事項等 

事務局より下記内容を資料に基づき報告後、質疑を問うたところ、以下の意見交換が行われ了承された。 

（１） 理事長会の開催場所を大阪（大阪マスターズ事務局）で開催する件 

（２） 優勝トロフィーの「持ち回り」から「取り切り」に変更する件 

（３） 理事会、理事長会の議事録の書き方について 

 

（兵 庫：北垣）議事録について、意思決定のプロセスが確立していれば問題ない。 

（事務局：坂本）議論があった場合は、記録を残す方が良いがそれ以外は簡潔にするのが望ましい。 

（大 阪：井指）参加していない者も、後から閲覧した際にプロセスが分かるような議事録を作成す

るべきである。 

（奈 良：高下）誰がどのような発言をしたかを明確にすべきである。 

（和歌山： 岡 ）日本マスターズでは簡潔に議事録を作成するようにしている。議論が揉めた場合は

ボイスレコーダー等で対応している。 

（兵 庫：北垣）規約の第 21条（４）の項目を満たすような議事録の作成であればよい。 

（事務局：坂本）多数の意見をいただいたので、内容が把握できるような議事録を作成する。 

 

・田中副理事長より「第 31回近畿マスターズ駅伝大会」の申込状況を資料に基づき説明がされた。 

・椎木副会長より「日本マスターズ陸上競技連合への登録」について、登録ルールの変更（原則、住

民票がある都道府県での登録）があった旨説明がなされ、意見交換が行われた。 

・谷本副理事長より「シューズの規定（20 ㎜以下）」のルール変更に伴い、各府県の対応について意

見交換が行われた。 

 

議長は以上を以て、本日の議事を全て終了した旨を述べ、閉会を宣した。 

 

上記議事の経過の概要および議決の結果を記録するため、本議事録を作成し、議長および議事録署名

人が次のとおり記名捺印する。 

 

 

 

（議事録署名人 議長）    （議事録署名人） 

 

日付       日付 

役職       役職 

氏名       氏名 
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